ピア・サポートによる気分と自律神経活動の変化 by 山本 亞実 et al.













































る日本語版 Profile of Mood States 短縮版（以下 POMS））
を使用した14）。POMS は，「緊張－不安（Tension-Anxiety :
T-A）」「抑うつ－落込み（Depression-Dejection : D）」
「怒り－敵意（Anger-Hostility : A-H）」「活気（Vigor :































LF, HF, LF/HF 値の差とした。差の検定は正規分布して
いると仮定し対応のある t 検定を行った。有意確率に
ついては，両側 5％とし，統計処理には統計ソフト SPSS






対象者背景：対象者は大学生 11人（男性 5人，女性 6
人）で，年齢は 21.09±0.83（平均±標準偏差）歳であ





値を Table 1に示す。POMS の疲労得点が，ピア・サポ
ートセッション後に有意に減少する傾向が見られた（t


































Table 1 POMS 短縮版得点及び自律神経活動指標値
ピア・サポートセッション
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